
高度化する「チーム医療」の
現場に求められる

医療情報のスペシャリストを
育成する

C A M P U S  G U I D E

東京医療保健大学

２
０
０
５
年
に
開
学
し
た
東
京
医
療
保
健
大
学
・
医
療
保
健
学
部
は
、「
医
療
情
報
学
科
」

「
医
療
栄
養
学
科
」「
看
護
学
科
」
の
３
学
科
を
擁
す
る
。
同
学
部
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

高
度
化
す
る
チ
ー
ム
医
療
を
担
う
医
療
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
豊
富
な
実
習
を
通
し
て
、
付
加
価
値
の
高
い
人
材
を
育
成
す
る
。

特
に
医
療
情
報
の
分
野
は
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
が
高
く
、

き
め
の
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
高
い
就
職
率
を
誇
っ
て
い
る
。
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2005年

た
医
療
の
実
現
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
こ
と
は
誰
も
が
う
な
ず
く
と
こ
ろ

だ
ろ
う
。

　

現
代
の
医
療
の
現
場
で
は
、
治
療

や
ケ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が

専
門
性
を
生
か
し
て
協
働
す
る
「
チ

ー
ム
医
療
」
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
医
療
保
健
大
学
の
医
療
情
報
学

科
で
は
、
こ
の
チ
ー
ム
医
療
を
担
え

る
能
力
を
育
成
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
知
識
と
技
術
を
持
つ

人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
規

模
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
確
実

に
ニ
ー
ズ
は
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
着
実
に
学
生

を
送
り
込
め
る
教
育
を
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

　

医
療
情
報
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
特
徴
は
、
少
人
数
の
ゼ
ミ
で
、
き

め
の
細
か
い
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

現
場
に
即
し
た
医
療
情
報
を
学
ぶ
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

１
、
２
年
次
は
「
体
の
仕
組
み
と

働
き
」「
臨
床
医
学
」
な
ど
の
医
学

の
基
礎
や
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
の
情
報
シ

ス
テ
ム
の
基
礎
を
学
び
、
３
年
次
か

ら
は
現
場
実
習
が
必
修
科
目
と
な
り
、

院
中
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
診
療
録

（
カ
ル
テ
）
や
検
査
結
果
な
ど
の
診

療
情
報
を
整
理
し
、
国
際
的
な
基
準

に
基
づ
い
て
コ
ー
ド
化
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
を
通
じ
て
蓄
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
経
営
サ
イ
ド

に
提
供
す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
医
療
に

貢
献
す
る
。

　

あ
る
い
は
「
医
療
情
報
技
師
」。

役
目
は
医
療
情
報
の
シ
ス
テ
ム
運
用

と
管
理
で
、
医
学
と
医
療
に
か
か
わ

る
幅
広
い
知
識
を
持
つ
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
の
専
門
家
で
、
安
全
、
正
確
、

ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
医
療
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
電
子
診
療
録

（
電
子
カ
ル
テ
）
を
は
じ
め
と
す
る

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入

や
運
用
管
理
を
行
う
。

　

同
学
の
医
療
情
報
学
科
で
は
こ
れ

ら
の
資
格
を
取
る
こ
と
を
目
標
に
、

医
療
情
報
の
管
理
や
活
用
な
ど
を
体

系
的
に
幅
広
く
学
習
で
き
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
る
。

　

医
療
情
報
学
科
の
大
久
保
憲
学
科

長
は
、「
医
療
分
野
の
Ｉ
Ｔ
化
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
、
電
子
カ
ル
テ
の
普

及
は
全
体
の
約
２
割
程
度
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
医
療
業
界
は
今
後
、
数
少
な

い
成
長
の
見
込
め
る
産
業
で
あ
り
、

な
か
で
も
医
療
情
報
は
ま
だ
手
の
つ

い
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
社
会
的

な
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
医

療
情
報
管
理
の
先
進
国
で
あ
る
米
国

で
は
、
平
均
よ
り
か
な
り
速
い
成
長

が
見
込
め
る
職
業
と
し
て
位
置
づ
け

さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
８
年
ま
で
に

約
20
％
の
成
長
が
見
込
め
る
と
い
わ

目
を
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
が
同
校
の
特

徴
で
も
あ
る
。

　

入
学
時
に
は
文
系
・
理
系
ど
ち
ら

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
選
択
科
目

と
し
て
基
礎
的
な
復
習
科
目
を
準
備
。

学
費
は
私
立
大
学
の
文
系
と
同
額
程

度
で
、
医
療
系
・
医
学
系
が
学
べ
る
。

同
学
で
の
４
年
間
で
、
学
生
の
成
長

が
め
ざ
ま
し
く
、
就
職
・
進
学
先
の

質
・
量
共
に
よ
い
と
の
評
価
も
あ
る
。

「
医
療
に
興
味
を
持
ち
、
社
会
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
、

素
直
で
ま
じ
め
な
学
生
が
多
く
、
退

学
者
が
少
な
い
」（
大
久
保
学
科
長
）

と
い
う
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
診
療
情
報

を
電
子
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
多
く
の
病
院
が

津
波
な
ど
で
カ
ル
テ
を
失
い
、
有
効

な
治
療
が
で
き
ず
多
く
の
命
が
失
わ

れ
た
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
で
も
全
国

的
に
医
療
情
報
の
一
元
化
・
電
子
化

は
急
務
で
あ
り
、
今
後
医
療
情
報
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
存
在
価
値
は
さ

ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

速
に
進
む
わ
が
国
の
少
子
高

齢
社
会
に
お
い
て
、
充
実
し

急

　

た
と
え
ば
「
診
療
情
報
管

理
士
」。
ひ
と
言
で
い
え
ば
、

医
療
と
情
報
の
知
識
を
持
つ

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
こ
と
。
病

社
会
的
な

ニ
ー
ズ
が
高
い

医
療
情
報
の
専
門
家 

少
人
数
の
ゼ
ミ
と

現
場
実
習
で

実
践
力
を
養
う

病
院
で
は
診
療
情
報
管
理
業
務
や
情

報
管
理
技
術
を
、
企
業
で
は
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
や
医
療
機
器
の
企
画
・

開
発
・
営
業
の
実
際
を
学
ん
で
ゆ
く
。

「
た
と
え
ば
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
で
は
、

病
院
内
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
･
レ
ポ
ー

ト
（
医
療
現
場
の
日
常
で
起
こ
る

“
ひ
や
り
”
と
し
た
経
験
の
報
告
書
）

を
有
効
に
活
用
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム

を
試
作
す
る
な
ど
、
現

場
実
習
を
経
験
し
た
か

ら
こ
そ
発
想
で
き
る
も

の
が
多
く
、
こ
こ
で
培

わ
れ
た
実
践
的
な
“
統

合
力
”
は
就
職
後
も
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
ま

す
」（
大
久
保
学
科
長
）

　

ま
た
、
チ
ー
ム
医
療

の
実
践
を
学
ぶ
た
め
、

医
療
情
報
、
医
療
栄
養
、

看
護
の
３
学
科
が
枠
を

超
え
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
課

題
に
取
り
組
む
「
協
働
実
践
演
習
」

も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
、
一

つ
の
職
種
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
生
活

習
慣
病
（
糖
尿
病
な
ど
）
や
床
ず
れ

な
ど
、
あ
る
疾
患
に
対
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
意
見
交
換
を
行
い
、

協
働
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
、

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
で

あ
る
。

　

医
療
情
報
学
科
の
就
職
率
は
、

92
・
８
％
（
10
年
度
卒
業
生
）
と
高

く
、
就
職
先
は
病
院
や
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
開
発
企
業
、
医
薬
品
・
医
療
機
器

メ
ー
カ
ー
、
福
祉
施
設
等
と
幅
広
い
。

「
ニ
ー
ズ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
学
生
を

送
り
出
す
」
た
め
の
一
人
ひ
と
り
に

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
と

高
い
就
職
率

市
場
規
模
は
現
在
の
１
・
５
倍
に
な

ま
で
に
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
少

子
高
齢
化
が
最
も
進
む
25
年

世田谷区の閑静な住宅
街にある「世田谷キャ
ンパス」。医療情報学
科はここで4年間学ぶ

「医療情報技師」「診療情報管理士」など、在学中の専門
資格取得を積極的に支援している

授業では、医学や医療の基盤となる生体情報
について、座学だけでなく実験やデータの解
析も行う


